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1回
臨時会

観
光
果
樹
園
整
備
補
助
に
３
８
９
２
万
円
を
計
上

2回
定例会

27
年
度
予
算
各
課
の
主
な
事
業
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回
臨時会

回
定例会月補正予算月補正補正予正予算予算

■ 

平
成
26
年
度
1
月
補
正 

予
算

□
一
般
会
計
補
正
予
算

３
８
９
２
万
円
増
額

【
全
会
一
致
・
可
決
】

﹇
歳
出
内
容
﹈

○ 

観
光
果
樹
園
整
備
に
対
す

る
補
助

犬
見
地
係
に
お
い
て
、
一

般
企
業
（
㈱
青
戸
ベ
イ
サ
イ

ド
ヒ
ル
ズ
）
が
行
う
観
光
果

樹
園
整
備
費
用
の
う
ち
、
補

助
対
象
と
な
る
も
の
に
対
し
、

県
と
町
が
そ
れ
ぞ
れ
1
／
3

を
補
助
す
る
も
の
。

３
８
９
２
万
円

﹇
施
設
概
要
﹈

・
ブ
ド
ウ
ハ
ウ
ス　

4
棟

・
柑
橘
ハ
ウ
ス　
　

1
棟

・
桃
等
露
地
栽
培

■ 

工
事
請
負
変
更
契
約
の 

締
結

● 

お
お
い
町
防
災
行
政
無
線

設
備
整
備
工
事
請
負
変

更
契
約
の
締
結

ア
ー
ス
抵
抗
値
を

確
保
す
る
工
事
を
追

加
す
る
も
の
で
、
１

７
７
０
万
７
６
８
０

円
増
額
し
、
北
陸
通

信
工
業
㈱
敦
賀
営
業

所
と
５
億
７
８
０
９

万
２
６
８
０
円
で
変

更
契
約
す
る
も
の
。

（
全
会
一
致
・
可
決
）

● 

漁
業
集
落
環
境
整

備
工
事
請
負
変
更

契
約
の
締
結

舗
装
面
積
の
増
加

等
に
よ
る
も
の
で
、

４
１
５
万
８
千
円
増

額
し
、
㈱
こ
ん
ど
う

と
１
億
２
４
０
３
万

８
千
円
で
変
更
契
約

す
る
も
の
。

（
全
会
一
致
・
可
決
）

＝
新
規
事
業

総 

務 

課

○ 

行
政
事
務
オ
ン
ラ
イ
ン
シ

ス
テ
ム
管
理
事
業

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
対
応

の
た
め
の
シ
ス
テ
ム
整
備
経

費
な
ど
。

○
防
災
対
策
事
業

県
防
災
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
機

能
の
高
度
化
や
気
象
観
測
設

備
整
備
工
事
な
ど
。

○ 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
整
備

支
援
事
業

井
上
区
自
治
会
集
会
所
整

備
の
補
助
。

企 

画 

課

○ 

ス
ー
パ
ー
大
火
勢
開
催 

事
業

 

移
住
・
定
住
・
交
流
推
進

事
業

地
域
お
こ
し
協
力
隊
2
名

の
賃
金
・
活
動
経
費
な
ど
。

 

第
2
次
お
お
い
町
総
合
計

画
策
定
事
業

平
成
29
年
度
を
初
年
度
と

し
た
10
年
間
の
計
画
を
策
定
。

住
民
福
祉
課

○ 

若
者
出
会
い
交
流
応
援 

事
業

20
歳
以
上
の
独
身
男
女
を

対
象
と
し
た
交
流
会
。

○ 

放
課
後
児
童
健
全
育
成 

事
業

放
課
後
、
家
庭
等
に
お
い

て
適
切
な
保
護
等
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
な
い
児
童
の
育

成
。な

ご
み
保
健
課

○ 

子
育
て
支
援
医
療
費
助
成

事
業

15
歳
ま
で
の
子
ど
も
の
医

療
費
を
助
成
。

○
健
康
増
進
事
業

健
康
手
帳
の
交
付
、
健
康

相
談
、
健
康
教
室
、
健
康
診

査
、
訪
問
指
導
な
ど
。

○
母
子
保
健
事
業

不
妊
治
療
費
の
助
成
上
限

額
が
20
万
円
か
ら
30
万
円
に

増
額
。

水明
高浜町 おおい町

犬見

観光果樹園 計画地

青 戸 入 江
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27年度予算134億円を可決

イチゴハウス着工へ

地
籍
整
備
課

○
地
籍
調
査
事
業

名
田
庄
中
、
名
田
庄
下
地

区
の
地
籍
調
査
。

○ 

中
山
間
地
域
総
合
整
備 

事
業

用
水
路
や
防
火
水
槽
の
改

修
な
ど
。

農
林
水
産
振
興
課

○
農
業
活
性
化
支
援
事
業

認
定
農
業
者
等
が
行
う
機

械
・
施
設
整
備
等
の
助
成
。

 

園
芸
作
物
生
産
拡
大
推
進

事
業

き
の
こ
の
森
周
辺
に
、
園

芸
ハ
ウ
ス
5
棟
を
整
備
し
、

養
液
（
土
を
使
わ
な
い
）
栽

培
に
取
り
組
む
農
業
生
産
集

団
に
リ
ー
ス
方
式
で
貸
し
出

す
。

﹇
栽
培
品
目
﹈

・
イ
チ
ゴ（
観
光
農
園
）

﹇
経
営
規
模
﹈

・
約
5
千
㎡

﹇
附
属
設
備
﹈

・
養
液
栽
培
装
置
、ヒ
ー

ト
ポ
ン
プ
、温
湯
ボ
イ

ラ
ー
、自
動
カ
ー
テ
ン
等

 

自
然
薯
生
産
者
育
成
支
援

事
業

種
イ
モ
購
入
経
費
の
助
成
。

農
業
経
営
支
援
対
策
事
業

農
業
用
燃
油
の
助
成
。

 

菌
床
シ
イ
タ
ケ
生
産
者
育

成
支
援
事
業

出
荷
量
に
対
す
る
助
成
や

菌
床
購
入
経
費
の
助
成
。

○
町
行
分
収
造
林
事
業

保
育
作
業
や
作
業
路
整
備

工
事
な
ど
。

○ 

沿
岸
漁
業
生
産
拡
大
推
進

事
業

沿
岸
漁
業
資
源
の
増
大
、

漁
場
機
能
回
復
等
の
助
成
。

 

漁
業
近
代
化
施
設
等
整
備

事
業

漁
具
修
繕
作
業
所
の
建
設

に
要
す
る
経
費
の
補
助
。

 

漁
業
経
営
安
定
化
対
策 

事
業

漁
業
用
燃
油
の
助
成
。

○ 

う
み
ん
ぴ
あ
フ
ェ
ス
タ
開

催
支
援
事
業

商
工
観
光
振
興
課

○ 

き
の
こ
の
森
管
理
運
営 

事
業

ロ
ー
ラ
ー
滑
り
台
等
施
設

改
修
工
事
な
ど
。

行
政
ポ
イ
ン
ト
発
行
事
業

町
が
行
う
ポ
イ
ン
ト
付
与

対
象
事
業
に
参
加
す
れ
ば
ゆ

め
カ
ー
ド
に
ポ
イ
ン
ト
を
付

与
。

○ 

八
ヶ
峰
家
族
旅
行
村
管
理

事
業

魅
力
ア
ッ
プ
工
事
に
か
か

る
設
計
業
務
な
ど
。

○
あ
き
な
い
館
運
営
事
業

新
経
営
戦
略
策
定
業
務
の

補
助
な
ど
。

建 

設 

課

○
排
水
路
管
理
事
業

本
郷
地
区
浸
水
被
害
改
善

工
事
な
ど
。

○
漁
業
施
設
整
備
事
業

防
波
堤
の
新
設
及
び
延
伸

に
向
け
た
測
量
・
地
質
調
査

な
ど
。

 

Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
者
住
ま
い

支
援
事
業

Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
者
の
住
宅

の
新
築
購
入
及
び
改
修
工
事

へ
の
助
成
。

○
道
路
新
設
改
良
事
業

明
神
線
、
中
村
線
、
本
郷

地
下
道
、
佐
畑
保
育
所
線
、

小
堀
線
の
設
計
・
工
事
な
ど
。

○
住
宅
用
地
造
成
事
業

名
田
庄
三
重
地
係
に
お
け

る
分
譲
住
宅
地
の
造
成
な
ど
。

○ 

町
営
住
宅
管
理
事
業
（
長

井
）

再
整
備
に
向
け
た
実
施
設

計
業
務
な
ど
。

平成27年度一般会計の歳出では、本郷地区の浸水被害改善工事の実施や園芸作物生産
拡大推進事業への補助等により、平成26年度6月補正後の予算と比べ7.7％の増加となって
います。（平成26年度の当初予算は骨格予算であったことから、6月補正予算後の予算と比較しています。）
一方、歳入では、大規模償却資産に係る固定資産税の増により、町税全体で1億8200万

円増となっていますが、電力事業者の業績回復が見込めない状況により、法人町民税は横ば
いとなっています。
また、大型事業実施による財源不足の財源手当てとして、基金繰入金を計上しています。

八ヶ峰家族旅行村

佐畑保育所線
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生
活
環
境
課

○
可
燃
ご
み
広
域
処
理
事
業

名
田
庄
地
域
の
可
燃
ご
み

焼
却
処
分
を
小
浜
市
に
委
託
。

学
校
教
育
課

 

適
応
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

事
業

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
を
新
た
に
配
置
し
、

問
題
を
抱
え
た
児
童
生
徒
の

問
題
解
決
の
た
め
の
体
制
を

構
築
。

 

学
校
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
推
進
事

業（
小
・
中
学
校
）

教
育
用
設
備
の
整
備
、
教

育
研
究
経
費
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援

員
の
配
置
な
ど
。

○
中
学
校
校
舎
等
改
修
事
業

大
飯
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

改
修
工
事
な
ど
。

生
涯
学
習
課

○ 

大
飯
図
書
館
・
史
料
館
管

理
事
業

雨
漏
り
や
漏
水
を
防
ぐ
た

め
の
施
設
改
修
等
実
施
設
計

業
務
な
ど
。

○
名
田
庄
体
育
館
管
理
事
業

耐
震
補
強
工
事
な
ど
。

猿
橋　

 

巧  

議
員

　

歳
入
歳
出
予
算
に
原
子
力
発
電
所
関
連

の
財
源
と
支
出
が
組
み
込
ま
れ
て
お
り
、原

子
力
発
電
の
推
進
や
再
稼
働
に
向
け
た
も

の
で
あ
る
こ
と
。

　

歳
出
で
は
、①
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
導
入

予
算
が
計
上
さ
れ
て
い
る
が
個
人
情
報
の

漏
え
い
等
の
問
題
が
あ
る
。②
介
護
保
険

制
度
の
改
悪
は
町
民
の
生
活
に
大
き
な
負

担
を
強
い
る
。③
臨
時
福
祉
等
の
導
入
は
、

消
費
税
増
税
10
％
を
念
頭
に
お
い
た
措
置

で
あ
り
問
題
で
あ
る
。④
指
定
管
理
を
受
け

て
い
る
こ
ど
も
家
族
館
の
運
営
の
在
り
方

は
問
題
で
あ
る
。

辻　
　

 

徹  

議
員

　

歳
入
は
、
26
年
度
予
算
と
比
較
す
る
と

若
干
減
少
し
て
い
る
が
、
安
定
し
た
財
源

が
確
保
さ
れ
て
い
る
。

　

歳
出
で
は
、
本
郷
地
区
に
お
け
る
浸
水

被
害
対
策
や
、
名
田
庄
地
区
に
お
け
る
高

速
通
信
網
の
整
備
な
ど
、
町
内
各
地
区
に

お
け
る
事
業
が
適
切
に
対
応
さ
れ
、
か
つ
、

大
型
エ
コ
園
芸
等
の
新
規
事
業
に
も
対
応

さ
れ
て
い
る
。

　

８
億
１
２
０
０
万
円
余
り
の
基
金
繰
入

が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
防
災
対
策
に
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
い
る
も
の
で
あ
る
。

賛成
討論

反対
討論

平成27年度
一般会計予算賛否あり 討論概要

歳  出
106億
1000万円
106億
1000万円

106億
1000万円
106億
1000万円

歳  入

教育費（15.5%）
16億4246万円

衛生費（9.8%）
10億3798万円

土木費（11.6%）
12億3449万円

商工費（3.8%）
4億647万円

その他（0.7%）
6950万円

議会費（1.1%）
1億1861万円

消防費（3.7%）
3億9384万円

公債費（3.3%）
3億4763万円

総務費（15.1%）
16億39万円
総務費（15.1%）
16億39万円

町税（39.7%）
42億1013万円

諸収入（2.8%）
2億9586万円

その他（1.6%）
1億6790万円

国庫支出金（24.5%）
25億9624万円

県支出金（9.4%）
9億9598万円

地方交付税（12.2%）
12億9400万円

その他（2.2%）
2億3760万円

自
　  主
　　財
   源

依
存　  
財　　

源   

繰入金（7.7%）
8億1230万円

農林水産業費
（15.5%）
16億4853万円

農林水産業費
（15.5%）
16億4853万円

民生費（19.9%）
21億1012万円

●自主財源と依存財源
　歳入は、大きく「自主財源」と「依存財源」に分けられます。
　自主財源は、町が自主的に収入することができる財源（町税
など）のことです。
　依存財源は、国や県から交付される財源（国庫支出金など）
のことです。
　自主財源が多いほど、行政活動の自主性と安定性を確保で
きるとされています。

●一般会計と特別会計
　一般会計とは、地方公共団体において町民サービスの提供
をはじめとする、行政運営の基本的な経費を計上している会
計です。
　一方、特別会計は、特定の収入をもって特定の支出に充て
るため、一般会計と区別して経理する必要がある場合に設け
られる会計をいい、本町では8つの特別会計があります。

用　

語　

解　

説

平成27年度 一般会計予算　前年度比（6月補正後）7.7%の増

※円グラフの金額・%は各項目で四捨五入しているため合計が合わない場合があります。
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ん
な
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た



委員会
審議チェック

慎重に
（第1回定例会）

総
務
常
任
委
員
会

■
付
託
審
議
内
容

定
例
会
で
付
託
さ
れ
た
議

案
12
件
を
審
査
し
、
原
案
の

と
お
り
可
決
し
た
。

● 

議
案
23
【
介
護
保
険
条
例

の
一
部
改
正
】

■
主
な
質
疑

問
保
険
料
に
一
般
財
源

が
投
入
で
き
な
い
3

条
件
と
は
。

答

 

保
険
料
減
免
3
条
件

は
、
介
護
保
険
制
度

創
設
当
初
か
ら
国
か
ら
示
さ

れ
て
い
る
も
の
で
、
1
点
目

は
、
負
担
能
力
を
所
得
に
応

じ
て
個
々
に
判
断
す
る
。
2

点
目
は
、
基
本
的
に
は
減
免

の
み
で
あ
る
。
3
点
目
は
、

高
齢
者
の
負
担
割
合
が
変
わ

る
よ
う
な
一
般
財
源
の
投
入

は
禁
止
さ
れ
て
い
る
。

問
町
の
高
齢
化
率
は
右

肩
上
が
り
に
な
る
と

考
え
て
い
る
の
か
。

答

 

高
齢
化
率
の
推
移
に

つ
い
て
は
、
平
成
26

年
度
で
は
28
・
5
％
、
平
成

29
年
度
で
は
30
％
で
当
面
上

昇
す
る
が
、
将
来
的
に
は
高

齢
者
が
増
え
て
い
く
状
況
に

は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

● 

議
案
24
【
指
定
地
域
密
着

型
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の
人

員
、
設
備
及
び
運
営
に
関

す
る
基
準
を
定
め
る
条
例

の
一
部
改
正
に
つ
い
て
】

■
主
な
質
疑

問
小
規
模
多
機
能
型
居

宅
介
護
で
、
現
行
施

設
の
定
員
と
、
通
所
サ
ー
ビ

ス
を
受
け
て
い
る
方
の
人
数
、

ま
た
、
利
用
希
望
者
数
は
。

答
 

名
田
庄
地
域
の
「
き

ぼ
う
」
と
「
ひ
だ
ま

り
」
の
定
員
は
24
名
、
通
所

は
12
名
で
あ
る
。

大
飯
地
域
の
「
か
ん
よ
も

ん
」、「
や
す
ら
ぎ
」「
び
わ

の
木
」
の
定
員
は
18
名
、
通

所
は
9
名
で
あ
り
、
ど
の
施

設
も
待
機
者
は
い
な
い
。

産
業
建
設
常
任
委
員
会

■
付
託
審
議
内
容

定
例
会
で
付
託
さ
れ
た
議

案
6
件
、
陳
情
2
件
を
審
査

し
、
議
案
は
原
案
の
と
お
り

可
決
。
陳
情
2
件
は
採
択
と

し
た
。

ま
た
、
北
陸
新
幹
線
若
狭

ル
ー
ト
早
期
実
現
に
関
す
る

意
見
書
に
つ
い
て
、
委
員
会

発
議
に
よ
り
提
出
し
た
。

● 
議
案
21
【
手
数
料
徴
収
条

例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
】

■
主
な
質
疑

問
「
鳥
獣
の
保
護
及
び

狩
猟
の
適
正
化
に
関

す
る
法
律
」
の
名
称
変
更
に

伴
う
改
正
だ
が
、
適
用
後
の

本
町
へ
の
影
響
は
ど
う
な
る

の
か
。

答

 

管
理
計
画
が
県
で
定

め
ら
れ
る
と
、
そ
の

目
標
に
向
け
、
市
町
が
計
画

を
立
て
捕
獲
と
生
息
数
の
バ

ラ
ン
ス
を
取
り
な
が
ら
行
う

こ
と
に
な
る
が
、
本
町
は
こ

れ
ま
で
か
ら
計
画
的
に
捕
獲

し
て
お
り
、
法
改
正
に
よ
る

変
更
は
な
い
。

● 

議
案
37
【
町
道
路
線
の
廃

止
に
つ
い
て（
大
山
線
）】

問
残
土
を
置
く
と
い
う

こ
と
で
あ
る
が
、
そ

の
土
は
海
へ
流
れ
な
い
か
。

答

 

県
で
は
、
排
水
対
策

や
緑
化
等
を
行
い
、

海
に
流
れ
な
い
対
策
を
と
る
。

問
残
土
が
崩
れ
る
よ
う

な
こ
と
が
あ
っ
た
場

合
、
修
復
に
か
か
る
経
費
は
、

何
年
後
で
あ
ろ
う
と
も
県
が

行
う
の
か
。

答

 

県
と
の
取
り
決
め
は

行
っ
て
い
な
い
が
、

管
理
は
町
が
対
応
す
る
こ
と

に
な
る
と
思
う
。

原
子
力
発
電
対
策
特
別
委
員
会

定
例
会
で
付
託
さ
れ
た
陳

情
1
件
を
審
査
し
、
不
採
択

と
し
た
。

● 

陳
情
2
【
関
西
電
力
の
高

浜
原
発
3
・
4
号
機
と
大

飯
原
発
3
・
4
号
機
の
再

稼
働
に
同
意
し
な
い
よ
う

求
め
る
陳
情
書
】

高
浜
原
発
の
再
稼
働
に
つ

い
て
は
直
接
的
な
権
限
か
ら

外
れ
て
お
り
、
ま
た
、
大
飯

原
発
の
再
稼
働
に
つ
い
て
は
、

原
子
力
規
制
委
員
会
に
お
い

て
審
査
中
で
あ
り
、
現
段
階

で
再
稼
働
の
判
断
を
す
る
も

の
で
は
な
く
不
採
択
と
し
た
。

予
算
決
算
常
任
委
員
会

■
付
託
審
議
内
容

定
例
会
で
付
託
さ
れ
た
3

月
補
正
予
算
並
び
に
平
成
27

年
度
当
初
予
算
に
つ
い
て
審

査
し
、
原
案
の
と
お
り
可
決

し
た
。

小規模多機能ホーム「きぼう」
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■
当
初
予
算
の
主
な
質
疑

問
年
々
債
務
負
担
行
為

が
多
く
な
り
財
源
捻

出
の
た
め
の
基
金
取
り
崩
し

も
始
ま
る
。
中
長
期
的
な
財

政
計
画
が
必
要
で
は
。

答

 

大
規
模
償
却
資
産
は

増
え
て
い
る
が
徐
々

に
額
は
少
な
く
な
る
。
将
来

的
に
は
90
億
円
程
度
の
財
源

規
模
を
イ
メ
ー
ジ
。
経
費
の

圧
縮
を
考
え
、
将
来
の
規
模

を
見
据
え
た
中
長
期
の
計
画

を
持
っ
て
取
り
組
む
。

問
大
型
園
芸
イ
チ
ゴ
ハ

ウ
ス
の
採
用
に
至
っ

た
理
由
は
。

答

 

嶺
南
振
興
局
イ
チ
ゴ

専
門
家
の
支
援
が
あ

り
、
商
い
と
し
て
の
将
来
性

が
高
い
と
判
断
。
佐
分
利
地

域
の
活
性
化
、
き
の
こ
の
森

や
う
み
ん
ぴ
あ
へ
の
波
及
効

果
を
期
待
し
て
い
る

問
地
域
お
こ
し
協
力
隊

の
業
務
内
容
は
。

答

 

2
名
募
集
し
、
商
品

の
開
発
や
企
画
、
出

向
宣
伝
な
ど
の
町
の
Ｐ
Ｒ
業

務
を
行
う
。

問
名
田
庄
商
会
に
対
す

る
新
経
営
策
定
業
務

補
助
金
は
、
町
が
直
接
コ
ン

サ
ル
に
委
託
し
、
人
員
配
置

や
業
務
補
助
す
る
方
法
も
検

討
し
た
か
。

答

 

第
3
セ
ク
タ
ー
の
経

営
立
て
直
し
で
あ
り
、

町
が
直
接
委
託
せ
ず
、
名
田

庄
商
会
が
策
定
す
る
形
と
し

た
。問

10
周
年
記
念
事
業
で

あ
る
う
み
ん
ぴ
あ
大

飯
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
は
、

夜
間
の
イ
ベ
ン
ト
も
行
う
の
か
。

答

 

若
者
出
会
い
交
流
応

援
事
業
等
参
加
型
の

も
の
を
ポ
イ
ン
ト
に
、こ
ど

も
家
族
館
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

や
、道
の
駅
の
一
定
期
間
の
営

業
延
長
等
を
想
定
し
て
い
る
。

問
町
営
長
井
住
宅
29
戸

の
建
て
替
え
工
期
は
。

答

 

実
施
設
計
で
決
ま
る

が
、
最
低
3
年
は
必

要
。問

佐
畑
保
育
所
線
の
改

良
事
業
で
は
、
小
学

校
通
学
路
も
連
動
し
て
改
修

す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
。

答

 

町
の
振
興
計
画
の
中

で
拡
幅
す
る
計
画
で

あ
る
。
今
後
用
地
が
確
保
で

き
れ
ば
拡
幅
し
て
い
く
。

問
明
神
線
は
、
さ
ま
ざ

ま
な
要
因
に
よ
り
防

犯
灯
の
設
置
が
で
き
な
か
っ

た
が
、
今
回
の
拡
幅
工
事
に

よ
り
設
置
は
可
能
と
な
る
か
。

答
 

道
路
整
備
は
建
設
課
、

防
犯
灯
は
総
務
課
が

担
当
し
て
お
り
、
所
管
課
は

違
う
が
、
連
携
し
実
施
し
て

い
く
。

問
不
妊
治
療
費
が
拡
大

さ
れ
る
が
、
年
齢
制

限
は
あ
る
の
か
。

答

 

国
、
県
の
制
度
は
42

歳
ま
で
だ
が
、
本
町

で
は
、
主
治
医
が
効
果
が
期

待
で
き
る
と
判
断
す
れ
ば
年

齢
に
よ
ら
ず
助
成
す
る
。

問
要
介
護
認
定
1
・
2

は
寝
た
き
り
で
な
く

徘
徊
も
あ
る
。
施
設
入
所
の

基
準
は
。

答

 

優
先
順
位
を
示
す
県

の
施
設
入
所
判
定
基

準
点
数
に
よ
り
入
所
委
員
会

が
判
定
し
、
点
数
の
高
い
方

か
ら
入
所
で
き
る
の
で
、
基

本
的
に
は
要
介
護
1
・
2
は

入
所
で
き
な
い
。

問
在
宅
介
護
者
が
、
緊

急
で
介
護
で
き
な
い

場
合
の
一
時
預
か
り
は
。

答
 

ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

が
対
応
調
整
す
る
。

楊
梅
苑
の
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
、

静
養
室
、
小
規
模
多
機
能
施

設
も
福
祉
制
度
で
受
入
れ
可

能
で
あ
る
。

問
保
育
料
の
保
護
者
負

担
額
は
。

答

 

本
町
で
は
、
国
が
定

め
る
徴
収
基
準
額
の

68
％
程
度
低
減
し
た
額
を
設

定
し
て
い
る
。

問
給
食
セ
ン
タ
ー
で
、

名
田
庄
小
中
学
校
分

も
一
括
す
る
方
法
は
考
え
な

い
の
か
。

答

 

名
田
庄
小
中
学
校
調

理
室
を
統
一
す
る
方

法
も
あ
り
、
選
択
肢
の
一
つ

で
あ
る
。

問
ジ
ュ
ニ
ア
ア
ス
リ
ー

ト
育
成
事
業
補
助
金

は
全
国
大
会
レ
ベ
ル
出
場
者

へ
の
報
奨
金
と
は
別
か
。

答

 

報
奨
金
と
は
別
で
、

全
国
大
会
に
出
場
し

た
場
合
に
旅
費
を
支
給
す
る
。

問
名
田
庄
地
域
の
可
燃

ゴ
ミ
を
小
浜
市
に
委

託
す
る
と
、
大
規
模
改
修
費

や
運
営
費
の
負
担
が
必
要
。

町
施
設
で
対
応
で
き
な
い
理

由
は
。

答

 

今
後
ご
み
量
は
増
加

し
、
統
合
す
る
と
町

の
施
設
で
は
、
年
8
ヵ
月
が

処
理
で
き
な
い
見
込
み
。
総

合
的
に
判
断
し
小
浜
市
と
の

契
約
を
10
年
間
延
長
す
る
こ

と
に
し
た
。

問
小
浜
市
ク
リ
ー
ン
セ

ン
タ
ー
大
規
模
改
修

の
本
町
負
担
額
は
。

答

 

建
設
費
12
億
１
１
０

０
万
円
の
内
、
名
田

庄
人
口
割
分
4
・
5
％
の
５

５
０
０
万
円
。

財　

政

商
・
工
・
産
業
・
観
光

建　

設

子
育
て
・
教
育

福　

祉

明神線

給食センター

生
活
・
環
境
・
サ
ー
ビ
ス
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■平成27年第2回（3月）定例会　議案審議結果

議案25

指定地域密着型介護予防サービスの事業の
人員、設備及び運営並びに指定地域密着型
介護予防サービスに係る介護予防のための
効果的な支援の方法に関する基準を定める
条例の一部改正について

原案可決

議案26 平成27年度一般会計予算 原案可決
議案27 平成27年度後期高齢者医療事業特別会計予算 原案可決
議案28 平成27年度国民健康保険事業特別会計予算 原案可決
議案29 平成27年度国民健康保険診療事業特別会計予算 原案可決
議案30 平成27年度介護保険事業特別会計予算 原案可決
議案31 平成27年度介護サービス事業特別会計予算 原案可決
議案32 平成27年度簡易水道事業特別会計予算 原案可決
議案33 平成27年度農業集落排水事業特別会計予算 原案可決

議案34 平成27年度特定環境保全公共下水道事業
特別会計予算 原案可決

議案35 工事請負変更契約の締結について 原案可決
議案36 町道路線の変更について 原案可決
議案37 町道路線の廃止について 原案可決
議案38 町道路線の認定について 原案可決

議案39
小浜市とおおい町との廃棄物（可燃物）の
処理に関する事務の事務委託に関する規約
の変更について

原案可決

議案40 平成26年度一般会計補正予算（第8号） 原案可決
発委1 議会委員会条例の一部改正について 原案可決

発委2 北陸新幹線若狭ルート早期実現に関する意
見書について 原案可決

（平成26年）
陳情11

森林整備加速化・林業再生基金事業の継続
について 採　　択

陳情 1 舞鶴若狭自動車道の4車線化に関する意見
書について 採　　択

陳情 2 関西電力の高浜原発3，4号機と大飯原発3，4
号機の再稼働に同意しないよう求める陳情書 不 採 択

発委 3 森林整備加速化・林業再生基金事業の継続
を求める意見書について 原案可決

発委 4 舞鶴若狭自動車道の4車線化に関する意見
書について 原案可決

－ 特別委員会の中間報告について 中間報告

－ 議員派遣報告および議員派遣 報告および
派遣

議案 4 平成26年度一般会計補正予算（第7号） 原案可決

議案 5 平成26年度後期高齢者医療事業特別会計
補正予算（第2号） 原案可決

議案 6 平成26年度国民健康保険事業特別会計補
正予算（第4号） 原案可決

議案 7 平成26年度国民健康保険診療事業特別会
計補正予算（第3号） 原案可決

議案 8 平成26年度介護保険事業特別会計補正予
算（第4号） 原案可決

議案 9 平成26年度介護サービス事業特別会計補
正予算（第1号） 原案可決

議案10 平成26年度簡易水道事業特別会計補正予
算（第5号） 原案可決

議案11 平成26年度農業集落排水事業特別会計補
正予算（第5号） 原案可決

議案12 平成26年度特定環境保全公共下水道事業
特別会計補正予算（第4号） 原案可決

議案13 公共用施設維持運営基金条例の制定について 原案可決

議案14

指定介護予防支援等の事業の人員及び運営
並びに指定介護予防支援等に係る介護予防
のための効果的な支援の方法に関する基準
を定める条例の制定について

原案可決

議案15 地域包括支援センターの人員及び運営に関
する基準を定める条例の制定について 原案可決

議案16
地方教育行政の組織及び運営に関する法律
の一部を改正する法律の施行に伴う関係条
例の整備に関する条例の制定について

原案可決

議案17 教育委員会教育長の勤務時間その他の勤務
条件に関する条例の制定について 原案可決

議案18 教育委員会教育長の職務に専念する義務の
特例に関する条例の制定について 原案可決

議案19 課設置条例の一部改正について 原案可決
議案20 行政手続条例の一部改正について 原案可決
議案21 手数料徴収条例の一部改正について 原案可決

議案22 幼稚園授業料徴収条例及び保育所の設置及
び管理に関する条例の一部改正等について 原案可決

議案23 介護保険条例の一部改正について 原案可決

議案24
指定地域密着型サービスの事業の人員、設
備及び運営に関する基準を定める条例の一
部改正について

原案可決

議案番号 議　　案　　名 議決結果 議案番号 議　　案　　名 議決結果

■平成27年第1回（1月）臨時会　議案審議結果

議案3 工事請負変更契約の締結について 原案可決議案1 平成26年度一般会計補正予算（第6号） 原案可決
議案2 工事請負変更契約の締結について 原案可決

議案番号 議　　案　　名 議決結果 議案番号 議　　案　　名 議決結果

辻 浜田 尾谷 森口 猿橋 啓 浜上 今川 森内 古石 小川 新谷 中本 猿橋 巧
議案23 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ●
議案26 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ●
議案30 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ●
議案39 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ●
発委 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 退
陳情 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ●
陳情 2 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ○

○は賛成　　●は反対　　除は除斥　　退は退席　　欠は欠席　　（※松井議長は採決に加わらない。）

■賛否が分かれた議案
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◥ 
里
山
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
（
ぶ
ら
っ
と
）の
運
営
は

住
民
に
任
せ
た
ら
ど
う
か

町
長 
有
識
者
の
知
恵
を
借
り
な
が
ら
町
民
参
加
型
の
運
営
を
検
討
し
た
い

町
政
こ
こ
が
聞
き
た
い
！

3
月
定
例
会
で
は
、6
人
の
議
員
が

一
般
質
問
を
し
ま
し
た
。

今川　直樹

「
ぶ
ら
っ
と
」の
運
営

を
指
定
管
理
者
制

度
の
モ
デ
ル
ケ
ー

ス
と
し
て
導
入
し

た
ら
ど
う
か

町
長 

メ
リ
ッ
ト
、デ

メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
、よ

り
利
用
さ
れ
や
す
い

運
営
に
心
が
け
た
い

問
他
の
施
設
で
は
導
入

し
て
い
る
。
公
民
館

導
入
は
何
が
問
題
な
の
か
。

答
（
町
長
）
論
点
は
、

運
営
が
住
民
の
手
に

よ
ら
な
い
と
活
性
化
し
な
い

の
か
す
る
の
か
で
あ
る
。

問
全
国
的
に
公
民
館
の

問
題
点
は
、
使
い
勝

手
が
悪
い
、
融
通
が
き
か
な

い
、
堅
ぐ
る
し
い
な
ど
利
用

者
が
減
っ
て
い
る
。

「
公
民
館
の
あ
り
方
懇
談

会
」
で
も
、
行
政
と
地
域
の

役
割
分
担
を
明
確
に
し
、
行

政
で
解
決
す
べ
き
事
は
行
政

に
任
せ
、
そ
れ
以
外
は
地
域

に
任
せ
る
こ
と
を
基
本
と
す

る
意
識
の
転
換
が
必
要
。
地

域
住
民
が
主
体
と
な
っ
た
組

織
の
指
定
管
理
者
が
担
う
な

ど
、
地
域
に
密
着
し
た
公
民

館
と
な
る
べ
し
と
答
申
し
て

い
る
。
既
に
、
全
国
で
も

１
１
６
１
館
が
導
入
し
て
い

る
。「

ぶ
ら
っ
と
」
に
は
サ

ポ
ー
タ
ー
ク
ラ
ブ
も
あ
り
、

そ
れ
を
法
人
化
し
て
任
せ
て

は
ど
う
か
。

答
（
町
長
）
町
民
参
画

型
は
私
の
考
え
方
と

変
わ
る
も
の
で
は
な
い
。

問
我
が
町
も
、
公
民
館

の
在
り
方
に
つ
い
て

有
識
者
会
議
を
設
置
し
て
検

討
、
研
究
し
た
ら
ど
う
か
。

答
（
町
長
）
有
識
者
の

知
恵
を
お
借
り
し
な

が
ら
今
後
検
討
し
た
い
。

人
口
減
少
問
題
の

対
策
は

企
画
課
長 

ワ
ー
キ
ン

グ
グ
ル
ー
プ
で
検
討

問
新
年
度
予
算
へ
の
反

映
は
。

答
（
企
画
課
長
）
地
方

版
総
合
戦
略
策
定
に

反
映
さ
せ
る
。
ま
た
、
住
ま

い
支
援
制
度
の
創
出
や
不
妊

治
療
費
助
成
拡
充
、
若
者
出

会
い
交
流
応
援
事
業
な
ど
予

算
化
し
て
い
る
。

産
業
団
地
造
成
事
業
の

新
年
度
事
業
内
容
は

副
町
長 

最
終
候
補
地

を
選
定
す
る

問
新
年
度
の
取
り
組
み

内
容
は
。

答
（
副
町
長
）
あ
る
程

度
候
補
地
を
絞
り
込

み
事
業
計
画
テ
ー
マ
、
必
要

性
の
整
理
、
土
地
利
用
計
画

等
の
検
討
を
重
ね
、
最
終
的

に
候
補
地
を
選
定
し
、
基
本

計
画
を
策
定
し
た
い
。

ま
た
、
候
補
地
の
目
途
が

付
い
た
時
点
で
議
員
や
町
民

の
皆
様
か
ら
意
見
を
聞
き
、

そ
れ
を
基
に
関
係
機
関
と
調

整
し
て
い
き
た
い
。

問
膨
大
な
作
業
量
増
加

が
想
定
さ
れ
、
企
業

誘
致
室
人
員
体
制
の
充
実
が

求
め
ら
れ
る
。

以
前
、
私
の
質
問
で
、
企

業
誘
致
室
の
体
制
を
強
化
す

る
方
向
で
検
討
し
た
い
と
答

弁
し
て
い
る
が
ど
う
な
の
か
。

答
（
町
長
）
今
こ
こ
で

お
答
え
を
申
し
上
げ

ら
れ
る
事
柄
で
は
な
い
。

空
き
家
対
策
の
新

年
度
取
り
組
み
は

企
画
課
長 

空
き
家
戸

数
の
把
握
、実
態
把

握
、意
向
調
査
も
実

施
し
た
い

問
「
空
き
家
対
策
特
別

措
置
法
」
が
施
行
さ

れ
た
が
、
ま
ず
実
態
を
把
握

す
る
の
が
先
決
で
あ
る
。
ど

の
よ
う
に
行
う
の
か
。

答
（
企
画
課
長
）
区
長

へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
や

聞
き
取
り
で
行
う
。

問
実
態
把
握
は
全
て
の

施
策
の
基
本
と
な
る

デ
ー
タ
で
あ
る
か
ら
、
精
度

の
高
い
資
料
と
す
べ
き
で
、

職
員
が
行
う
の
で
は
な
く
、

専
門
の
業
者
に
調
査
を
委
託

し
て
実
施
す
べ
き
で
あ
る
。

ま
た
、こ
の
法
律
は
強
制

撤
去
や
勧
告
、命
令
、罰
金
な

ど
町
長
が
強
力
な
権
限
を
有

す
る
事
に
な
っ
て
お
り
、当

然
条
例
を
制
定
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
が
、ど
う
す
る
の
か
。

答
（
企
画
課
長
）
今
後

検
討
し
た
い
。

総
合
計
画
策
定
に

お
け
る
住
民
参
画

の
具
体
方
策
は

副
町
長 

策
定
委
員
を

公
募
し
、参
加
し
て
も

ら
う

問
審
議
会
の
審
議
や
検

討
は
最
終
的
な
と
こ

ろ
で
あ
る
か
ら
住
民
の
意
見

は
余
り
反
映
さ
れ
に
く
い
。

も
っ
と
骨
子
の
段
階
か
ら
参

加
し
て
も
ら
う
べ
き
で
あ
る
。

答
（
副
町
長
）
ア
ン

ケ
ー
ト
や
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
、
若
者
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
な
ど
で
反
映
さ
せ

た
い
。
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◥ 

災
害
に
強
い
町
づ
く
り
に
つ
い
て

町
長 

迅
速
か
つ
的
確
な
情
報
収
集
と
早
め
早
め
の
対
応
を
心
が
け

て
い
る

問
豪
雨
災
害
時
に
対
応

す
る
た
め
の
観
測
所

の
設
置
が
計
画
さ
れ
て
い
る

が
、
潮
位
計
等
の
設
置
に
つ

い
て
は
。

答
（
町
長
）
災
害
時
の

情
報
収
集
体
制
強
化

の
一
環
と
し
て
、
消
防
大
飯

分
署
に
設
置
し
て
い
る
気
象

観
測
設
備
を
更
新
し
、
町
と

消
防
が
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
気

象
情
報
を
共
有
で
き
る
体
制

を
構
築
す
る
。

潮
位
計
の
設
置
に
つ
い
て

は
津
波
対
策
事
業
計
画
を
策

定
す
る
中
で
検
討
す
る
。

介
護
従
事
者
の
処

遇
改
善
は

な
ご
み
保
健
課
長 

広
域
行
政
の
中
で
検

討
を
働
き
掛
け
て
い
く

問
今
後
、
介
護
を
要
す

る
人
の
増
加
が
予
想

さ
れ
る
が
、
介
護
従
事
者
は

賃
金
も
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
も
少

な
い
。
他
市
町
に
は
な
い
独

自
の
制
度
を
確
立
し
て
福
祉

の
向
上
を
図
っ
て
は
ど
う
か
。

答
（
な
ご
み
保
健
課
長
）

先
に
策
定
し
た
第
6

期
介
護
保
険
事
業
計
画
で
は
、

要
介
護
の
認
定
者
は
平
成
37

年
度
に
は
５
８
６
人
と
な
り
、

今
年
度
に
比
べ
て
１
０
０
人

近
く
増
加
す
る
と
見
込
ん
で

お
り
、「
地
域
包
括
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
」
が
ま
す
ま
す
重
要

に
な
っ
て
く
る
。
一
方
、
介

護
人
材
は
全
国
的
に
不
足
し

て
お
り
、
要
因
と
し
て
、
仕

事
が
き
つ
い
、
他
の
業
種
に

比
べ
て
賃
金
が
低
い
な
ど
か

ら
離
職
率
が
高
い
事
が
指
摘

さ
れ
て
い
る
。

国
に
お
い
て
は
「
介
護
職

員
処
遇
改
善
加
算
」
が
拡
充

さ
れ
て
お
り
、
町
独
自
の
補

助
制
度
は
考
え
て
い
な
い
。

障
が
い
者
の
就
労
は

町
長 

企
業
に
対
し
て

労
働
者
の
2
％
に
相

当
す
る
障
害
者
を
雇

用
す
る
こ
と
が
義
務

付
け
ら
れ
て
い
る

問
障
が
い
者
の
一
般
就

労
に
つ
い
て
は
、
ま

だ
ま
だ
厳
し
い
現
実
が
あ
る

が
本
町
の
姿
勢
は
。

答
（
副
町
長
）
本
町
と

小
浜
市
、
高
浜
町
が

浜田　綱好

共
同
で
設
置
す
る
「
若
狭
地

区
障
が
い
児
・
者
自
立
支
援

協
議
会
」
に
お
い
て
、
就
職

に
必
要
な
技
能
向
上
の
た

め
の
「
ジ
ョ
ブ
ガ
イ
ダ
ン
ス

事
業
」
に
取
り
組
ん
で
お
り
、

今
後
も
、
企
業

及
び
行
政
機
関

が
連
携
し
な
が

ら
、
障
が
い
者

の
方
々
が
そ
れ

ぞ
れ
の
能
力
と

適
正
に
応
じ
た

雇
用
に
就
き
、

地
域
で
自
立
し

た
生
活
が
で
き

る
よ
う
取
り
組

ん
で
い
く
。
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◥ 

住
み
た
く
な
る
町
に
す
る
た
め
に
何
を
す
る
べ
き
と

考
え
る
の
か

町
長 
こ
れ
ま
で
十
分
で
な
か
っ
た
生
活
困
窮
者
の
支
援
が
強
化
さ
れ
る

森口　精治　

問
住
民
の
経
済
的
不
安

を
解
消
す
る
た
め
の

対
策
は
。

答
（
町
長
）
町
民
が
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
た

め
の
各
種
事
業
を
実
施
し
て

い
る
。
必
要
に
応
じ
て
県
に

生
活
保
護
を
求
め
て
い
る
。

本
年
4
月
か
ら
「
生
活
困

窮
者
自
立
支
援
法
」
が
施
行

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

問
国
民
年
金
の
受
給
額

は
、
お
よ
そ
80
万
円

で
あ
り
、
受
給
範
囲
で
生
活

で
き
る
こ
と
が
保
障
さ
れ
る

べ
き
と
考
え
る
。

　

必
要
な
条
例
を
設
け
、
減

税
や
補
助
制
度
等
を
整
備
し

て
、
国
民
年
金
で
生
活
が
で

き
る
町
を
、
全
国
に
先
駆
け

て
実
現
さ
せ
て
い
く
こ
と
を

提
唱
す
る
。

答
（
町
長
）
同
感
で
あ

り
、
今
後
の
課
題
と

し
た
い
。

安
心
で
き
る
町
の
防

犯
対
策
は

副
町
長 

関
係
機
関

と
の
連
携
を
強
化

問
防
犯
対
策
は
ど
の
よ

う
に
な
っ
て
い
る
の

か
。

答
（
副
町
長
）
子
ど
も

や
女
性
、
高
齢
者
が

被
害
と
な
る
犯
罪
が
全
国
的

に
発
生
し
て
お
り
、
警
察
を

は
じ
め
と
す
る
関
係
機
関
と

の
連
携
を
密
に
し
、
情
報
交

換
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
迅

速
な
犯
罪
情
報
の
提
供
や
防

犯
運
動
の
推
進
等
に
努
め
る
。

意
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置

が
あ
ま
り
に
も
少
な

い
。
犯
罪
防
止
効
果
と
し
て

も
期
待
で
き
る
の
で
、
増
設

を
求
め
る
。

児
童
が
自
立
す
る

た
め
の
教
育
は

教
育
長 

ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
よ
る
体
験
学
習

な
ど
を
実
施

問
児
童
生
徒
が
自
立
す

る
た
め
の
教
育
は
ど

の
よ
う
に
行
っ
て
い
る
の
か
。

答
（
教
育
長
）
主
な

取
り
組
み
と
し
て

「
横
々
連
携
」
と
称
す
る
学

校
間
交
流
、
い
じ
め
対
策
と

し
て
道
徳
の
強
化
、
町
独
自

の
英
語
力
向
上
事
業
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
体
験
学
習

な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
新
年
度
か
ら

「
放
課
後
子
ど
も
教
室
」
を

実
施
す
る
。

問
学
校
の
統
廃
合
と
再

編
に
つ
い
て
の
方
針

は
。答

（
教
育
長
）
公
立
小

中
学
校
は
適
正
規
模

等
に
関
す
る
手
引
き
に
基
づ

き
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
て

配
置
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

る
。
ま
た
、「
学
校
教
育
法

施
行
規
則
」
に
お
い
て
、
学

校
規
模
の
標
準
は
、
小
中
学

校
と
も
に
12
学
級
以
上
、
18

学
級
以
下
と
定
め
ら
れ
て
い

る
。
こ
の
基
準
で
考
え
る
と
、

本
町
で
は
、
大
飯
中
学
校
以

外
の
5
校
が
検
討
を
必
要
と

住
民
の
経
済
不
安

解
消
対
策
は

町
長 

各
種
事
業
を

実
施
し
、必
要
に
応

じ
て
県
に
生
活
保
護

を
求
め
て
い
る

す
る
学
校
に
該
当
す
る
。

保
護
者
や
地
域
住
民
の
意

向
を
尊
重
す
る
こ
と
を
基
本

に
対
応
し
て
い
く
。

ボランティア学習
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猿橋　啓一

問
青
戸
、
14
区
に
新
設

さ
れ
る
１
８
１
０
ト

ン
の
貯
水
タ
ン
ク
や
ポ
ン
プ

ピ
ッ
ト
の
設
置
で
、
豪
雨
や

高
潮
の
浸
水
被
害
を
完
全
に

防
げ
る
の
か
。

答
（
町
長
）
域
内
の

排
水
路
を
改
良
し
、

１
８
１
０
ト
ン
の
貯
留
槽
に

雨
水
等
を
入
れ
な
が
ら
、
2

基
の
ポ
ン
プ
で
海
へ
強
制
排

水
す
る
。

問
本
郷
舘
区
の
排
水
改

善
施
設
整
備
の
具
体

的
な
計
画
内
容
は
。

答
（
建
設
課
長
）
今
年

度
は
基
本
計
画
を
策

定
し
、
樋
門
及
び
ポ
ン
プ
設

備
の
詳
細
を
県
と
協
議
し
て

進
め
る
。

問
平
成
24
年
の
24
時
間

雨
量
３
７
０
ミ
リ
を

記
録
し
た
時
の
よ
ば
た
川
の

排
水
機
場
の
ポ
ン
プ
で
は
不

十
分
で
、
仮
設
ポ
ン
プ
の
増

設
で
対
応
し
た
。
こ
の
打
開

策
と
し
て
、
新
た
な
ポ
ン
プ

場
や
貯
水
タ
ン
ク
の
設
置
を

検
討
し
て
、
浸
水
被
害
を
完

全
に
防
止
す
べ
き
。

答
（
副
町
長
）
平
成
25

年
度
に
、
浸
水
被
害

対
策
の
実
施
に
向
け
た
基
礎

調
査
を
行
っ
た
。
こ
の
調
査

結
果
を
踏
ま
え
排
水
設
備
、

排
水
経
路
の
見
直
し
も
含
め
、

検
討
す
る
。

農
商
工
連
携
に
よ
る

地
場
産
業
の
振
興

対
策
は

副
町
長 

稲
作
プ
ラ
ス

園
芸
作
物
の
複
合
経

営
が
収
益
確
保
の
主

流
と
な
っ
て
い
る

問
き
の
こ
の
森
周
辺
に

計
画
さ
れ
る
、
養
液

栽
培
方
式
の
イ
チ
ゴ
栽
培
ハ

ウ
ス
5
棟
（
５
千
㎡
）
の
栽

培
技
術
や
販
路
先
は
確
立
さ

れ
て
い
る
の
か
。

答
（
町
長
）
イ
チ
ゴ
は

県
が
推
進
し
て
い
る

施
設
園
芸
作
物
で
あ
る
。
㈱

お
お
い
が
施
設
を
整
備
し
、

生
産
者
に
は
リ
ー
ス
方
式
で

の
貸
し
出
し
を
検
討
し
て
い

る
。
栽
培
技
術
は
養
液
栽
培

で
、
環
境
制
御
装
置
で
自
動

的
に
液
状
肥
料
が
施
用
さ
れ

５
千
㎡
規
模
の
栽
培
に
は
最

も
適
し
て
い
る
。
販
路
先
は
、

直
売
、
道
の
駅
、
食
料
品
店

等
を
視
野
に
入
れ
な
が
ら
検

討
す
る
必
要
が
あ
る
。

問
舞
鶴
若
狭
自
動
車

道
開
通
に
よ
る
「
道

の
駅
う
み
ん
ぴ
あ
大
飯
」
と

「
道
の
駅
名
田
庄
」
の
入
込

客
と
売
上
額
等
の
効
果
、
ま

た
売
れ
筋
商
品
に
は
ど
の
よ

う
な
も
の
が
あ
る
の
か
。

答
（
商
工
観
光
振
興
課

長
）
道
の
駅
う
み
ん

ぴ
あ
大
飯
で
は
、
入
込
数
が
、

平
成
25
年
度
の
16
万
6
千
人

か
ら
本
年
度
は
20
万
1
千
人

で
、
21
％
の
増
。
売

上
額
は
、
平
成
25
年

度
の
７
７
０
０
万
か

ら
本
年
度
は
１
億
４

０
０
万
円
で
、
35
％

の
増
。
嶺
北
や
中
京

方
面
か
ら
の
観
光
客

も
増
加
し
て
い
る
。

売
れ
筋
商
品
は
、

全
体
の
売
上
金
額
で

は
、「
海
鮮
丼
」「
ソ
ー

ス
カ
ツ
丼
」。
野
菜
・

山
菜
部
門
で
は
、「
米
」、「
し

い
た
け
」。
加
工
品
部
門
で

は
、「
和
菓
子
」、「
パ
ン
」。

鮮
魚
部
門
で
は
、「
刺
身
」、

「
か
き
」で
あ
る
。

道
の
駅
名
田
庄
で
は
、
入

込
数
が
、
平
成
25
年
度
の

9
万
1
千
人
か
ら
本
年
度
は

9
万
3
千
人
で
、
2
％
の
増
。

売
上
額
は
、
平
成
25
年
度
の

５
８
０
０
万
か
ら
、
本
年
度

は
６
２
０
０
万
で
6
％
の
増
。

売
れ
筋
商
品
は
、
全
体
の

売
上
金
額
で
は
、
物
産
館
の

「
土
産
と
菓
子
類
」、「
地
元

野
菜
等
」、「
名
田
庄
漬
け
」、

「
じ
ね
ん
じ
ょ
そ
ば
等
の
麺

類
」
で
あ
る
。
よ
っ
て
っ
亭

で
は
、「
お
ろ
し
そ
ば
」、「
天

ぷ
ら
そ
ば
」で
あ
る
。

問
地
方
創
生
の
柱
の
一

つ
は
、
農
業
・
農
村

を
守
る
こ
と
で
あ
り
、
兼
業

農
家
が
多
い
中
で
の
「
儲
か

る
農
業
」の
振
興
策
は
。

答
（
副
町
長
）
農
業
・

農
村
を
守
る
こ
と
は
、

地
場
産
業
と
し
て
地
方
創
生

の
現
場
を
支
え
る
人
を
守
る

こ
と
で
あ
る
。
近
年
、
稲
作

プ
ラ
ス
園
芸
作
物
で
収
益
を

確
保
す
る
「
複
合
経
営
」
が

主
流
で
あ
る
。
新
年
度
の

振
興
策
は
、「
猿
害
ネ
ッ
ト
」、

「
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
」、「
自

然
薯
の
種
イ
モ
」
購
入
助
成

等
で
あ
る
。

農
業
経
営
は
、
新
規
就
農

者
や
若
手
農
業
者
等
と
の
意

見
交
換
の
場
を
設
け
る
な
ど
、

課
題
解
決
に
向
け
た
取
り
組

み
を
進
め
る
。

道の駅名田庄

◥ 

豪
雨
や
高
潮
に
対
す
る
浸
水
防
止
に
万
全
な
対
策
を
求
む

町
長 

ポ
ン
プ
設
備
と
１
８
１
０
ト
ン
の
貯
留
槽
設
置
で
排
水
機
能

は
十
分
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◥ 

高
齢
者
福
祉
事
業
の
今
後
の
取
り
組
み
は

町
長 

医
療
・
介
護
・
予
防
等
を
一
体
的
に
提
供
す
る
地
域
包
括

ケ
ア
シ
ス
テ
ム
に
取
り
組
む

問
要
介
護
認
定
者
の
う

ち
、
施
設
サ
ー
ビ
ス

を
必
要
と
す
る
高
齢
者
は
何

人
ぐ
ら
い
か
。
そ
れ
に
対
す

る
施
設
の
受
け
入
れ
能
力
は
。

答
（
町
長
）
特
養
ホ
ー

ム
入
所
者
は
現
在
66

名
、
要
介
護
3
以
上
の
待
機

者
は
24
名
で
あ
る
。
ど
の
施

設
も
満
床
状
態
で
待
機
者
を

抱
え
て
い
る
が
、
近
年
本
町

を
含
め
近
隣
市
町
で
特
養

ホ
ー
ム
の
整
備
が
行
わ
れ
た

の
で
、
今
後
3
年
間
は
大
き

な
変
化
は
な
い
。

問
今
後
、
増
設
す
る
考

え
は
あ
る
か
。

答
（
町
長
）
必
要
な
方

が
必
要
と
す
る
サ
ー

ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
、

基
盤
整
備
に
努
め
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て

い
る
が
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
の
導
入
に
よ
り
、
保

健
、
医
療
介
護
、
生
活
支
援

等
が
構
築
さ
れ
る
と
考
え
て

い
る
。

問
施
設
利
用
者
の
中
で

料
金
滞
納
者
は
い
る

の
か
。

答
（
な
ご
み
保
健
課
長
）

低
所
得
者
に
つ
い
て

は
、
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
が
利

用
で
き
る
よ
う
に
、
様
々
な

負
担
の
軽
減
策
が
設
け
ら
れ

て
い
る
の
で
、
個
人
負
担
金

の
滞
納
は
な
い
。
今
後
相
談

が
あ
れ
ば
個
別
の
事
情
に
応

じ
て
、
福
祉
制
度
全
体
の
中

で
対
応
す
る
。

問
観
光
の
中
で
も
体
験

型
の
観
光
は
、
旅
行

者
の
思
い
出
に
残
り
や
す
い

た
め
、
リ
ピ
ー
タ
ー
の
獲
得

や
お
お
い
町
の
Ｐ
Ｒ
に
有
効

で
あ
る
。
既
存
の
運
動
施
設

を
活
用
し
、
ス
ポ
ー
ツ
で
観

光
誘
客
を
図
る
ス
ポ
ー
ツ

ツ
ー
リ
ズ
ム
は
体
験
型
観
光

の
中
で
も
有
力
な
も
の
の
一

つ
で
あ
る
が
、
ど
の
よ
う
に

推
進
し
て
い
る
の
か
。

辻　　　徹

答
（
副
町
長
）
県
外
高

校
生
、
大
学
生
等
の

ス
ポ
ー
ツ
合
宿
で
は
一
人
一

泊
に
対
し
１
５
０
０
円
助
成

し
、
本
年
度
か
ら
、
合
宿
に

合
わ
せ
て
実
施
す
る
地
元
と

の
交
流
活
動
に
対
し
て
も
、

２
５
０
円
の
補
助
金
の
加
算

措
置
も
創
設
し
て
い
る
。
26

年
度
の
補
助
実
績
は
嶺
南
市

町
で
ト
ッ
プ
で
あ
る
。

今
後
の
展
望
と
し
て
、
官

民
が
連
携
し
、
地
域
の
資
源

を
活
用
し
た
企
業
向
け
の

ス
ポ
ー
ツ
プ
ロ
グ
ラ
ム
メ

ニ
ュ
ー
を
提
案
す
る
こ
と
に

よ
り
、
年
間
を
通
じ
て
人
が

訪
れ
る
仕
組
み
を
構
築
す

る
。「
ス
ポ
ー
ツ
と
健
康
を

軸
と
し
た
観
光
ま
ち
づ
く
り

事
業
」
と
銘
打
ち
、
プ
レ
ー

パ
ー
ク
大
飯
を
会
場
に
ス

ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
企
業
が
集

ま
る
「
わ
か
さ
ゲ
ー
ム
ズ
」

を
開
催
す
べ
く
、
予
算
案
に

盛
り
込
ん
で
い
る
。

問
参
加
者
千
人
規
模
の

大
き
い
計
画
で
あ
る

が
、
宿
泊
問
題
が
気
に
な
る
。

答
（
商
工
観
光
振
興
課

長
）
検
討
委
員
会
で

も
宿
泊
が
一
番
の
問
題
に

な
っ
て
い
る
。
観
光
協
会
を

含
め
、
民
宿
の
方
々
に
協
力

を
求
め
て
い
く
。

問
様
々
な
要
望
を
臨
機

応
変
に
対
応
し
、
ス

ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
盛
り

総合運動公園 球技場

上
げ
る
べ
き
。

答
（
町
長
）
課
題
は
あ

る
が
、
体
育
施
設
等

活
用
し
な
が
ら
観
光
客
の
取

り
込
み
や
、
リ
ピ
ー
タ
ー
の

獲
得
の
仕
掛
け
を
検
討
し
て

い
く
。
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◥ 

町
づ
く
り
に
は
自
治
基
本
条
例
創
設
を

町
長 

対
話
と
相
互
理
解
の
町
民
参
加
型
の
取
り
組
み
の
中
で
基
本

ル
ー
ル
が
見
え
て
く
る

問
町
づ
く
り
の
方
向
性

や
町
民
の
権
利
・
町

民
参
加
の
仕
組
み
を
定
め
た

自
治
体
の
基
本
ル
ー
ル
を
創

設
し
て
は
。

答
（
町
長
）
地
域
課
題

へ
の
対
応
や
ま
ち
づ

く
り
を
、
誰
が
、
ど
ん
な
役

割
を
担
い
、
ど
の
よ
う
な
方

法
で
決
め
て
い
く
の
か
等
の

自
治
体
基
本
ル
ー
ル
を
文
章

化
し
た
も
の
と
認
識
し
て
い

る
が
、「
対
話
と
相
互
理
解
」

を
重
視
し
、
町
民
参
加
の
ま

ち
づ
く
り
の
実
現
に
向
け
、

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
開
設
し

た
「
町
長
の
部
屋
」
や
懇
談

会
、
さ
ら
に
総
合
計
画
策
定

作
業
等
の
中
で
、
意
見
・
提

案
を
い
た
だ
く
。
そ
の
過
程

で
の
議
論
や
取
組
み
に
よ
る

町
民
の
方
や
行
政
の
意
識
改

革
が
何
よ
り
重
要
と
考
え
て

い
る
。

問
総
合
計
画
作
成
の
出

発
点
は
、
目
標
人
口

を
何
人
に
し
て
、
そ
れ
に
見

合
う
施
策
を
重
点
化
す
る
こ

と
が
必
要
で
あ
り
、
町
長
の

考
え
方
を
示
す
べ
き
で
は
。

答
（
町
長
）
平
成
38
年

を
目
標
年
度
と
す
る

「
第
2
次
お
お
い
町
総
合
計

画
」
を
2
年
間
か
け
て
策
定

す
る
中
で
、
町
民
と
一
緒
に

な
っ
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

冬
期
対
策
の
充
実
策

を
制
度
に
す
べ
き

答
（
建
設
課
長
）
毎
年

除
雪
路
線
の
見
直
し

を
行
い
、
除
雪
機
械
が
入
れ

な
い
町
道
は
、共
助
の
精
神
、

助
け
合
い
の
活
動
が
大
変
重

要
と
考
え
る
。

問
大
型
除
雪
機
械
の
入

れ
な
い
町
道
の
中
に

は
、
高
齢
化
や
会
社
出
勤
等

で
大
変
困
っ
て
い
る
所
も
あ

り
、
対
策
を
再
考
す
べ
き
で

は
な
い
か
。

答
（
建
設
課
長
）
対
策

に
は
抜
本
的
な
道
路

改
良
が
必
要
で
あ
り
、
今
後
、

災
害
時
、
土
木
業
者
以
外
か

ら
も
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
を
確
保

し
た
り
、
区
以
外
へ
の
除
排

雪
体
制
を
構
築
し
た
い
。

問
家
周
辺
等
の
除
雪
困

難
な
高
齢
者
等
に
対

し
、
除
雪
作
業
を
業
者
依
頼

で
き
る
補
助
制
度
が
必
要
で

は
。答

（
住
民
福
祉
課
長
）

個
人
家
屋
周
辺
の
除

雪
は
基
本
的
に
、
自
助
・
共

助
で
実
施
し
て
欲
し
い
。
社

協
で
も
除
雪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

が
10
名
程
度
登
録
さ
れ
て
お

り
、
町
も
推
進
を
図
り
、
地

域
の
協
力
で
進
め
て
い
き
た

い
。問

低
所
得
者
や
障
が
い

者
等
ヘ
の
灯
油
購
入

助
成
（
福
祉
灯
油
）
を
農
業

者
や
漁
業
者
の
燃
料
助
成
の

よ
う
に
制
度
化
し
て
は
。

答
（
住
民
福
祉
課
長
）

平
成
19
年
に
灯
油
価

格
の
高
騰
に
伴
い
助
成
事
業

を
実
施
し
た
。
今
後
の
価
格

の
推
移
を
見
な
が
ら
状
況
に

応
じ
て
対
応
し
て
い
き
た
い
。

町
内
の
有
害
物
資
対

策
は
万
全
な
の
か

答
（
建
設
課
長
）
ア
ス

ベ
ス
ト
（
石
綿
）
対

策
は
、
予
防
規
則
に
基
づ
き

対
策
を
行
い
、
作
業
員
や
周

辺
住
民
の
健
康
に
配
慮
し
た

取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。

問
犬
見
地
区
の
原
子
力

災
害
制
圧
道
路
ト
ン

ネ
ル
工
事
か
ら
出
る
「
ず
り

石
」
に
、
ア
ス
ベ
ス
ト
が
多

量
に
含
ま
れ
て
い
る
が
、
作

業
員
や
町
民
へ
の
健
康
対
策
、

環
境
へ
の
対
策
は
万
全
な
の

か
。答

（
建
設
課
長
）
地
質

調
査
に
よ
り「
石
綿
」

が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
確

認
さ
れ
た
た
め
、
整
備
検
討

会
を
設
置
し
、
悪
影
響
防
止

工
法
や
飛
散
防
止
対
策
を
検

討
し
実
施
し
て
い
る
。
県
は
、

空
気
中
の
石
綿
濃
度
測
定
を

行
い
、
ま
た
、
有
識
者
や
地

元
関
係
者
に
よ
る
「
監
視
委

員
会
」
に
対
し
報
告
等
を
継

続
的
に
行
っ
て
い
る
。

問
「
監
視
委
員
会
」
の

構
成
や
資
格
は
。

答
（
建
設
課
長
）
地
元

住
民
3
名
、
行
政
3

名
、
専
門
家
2
名
の
8
名
構

成
で
、
基
準
を
超
え
れ
ば
工

事
を
一
時
止
め
さ
せ
る
。

小
中
学
校
の
一
方
的
な

統
廃
合
は
問
題
で
は

問
小
規
模
の
利
点
と
困

難
を
克
服
し
、
本
町

の
教
育
の
充
実
が
求
め
ら
れ

る
中
で
、
今
回
の
基
準
を
根

拠
に
し
た
一
方
的
な
統
廃
合

を
進
め
る
こ
と
は
問
題
と
思

う
が
。

答
（
教
育
長
）
学
校
の

統
廃
合
を
、
一
定
の

基
準
だ
け
を
根
拠
に
一
方
的

に
進
め
る
こ
と
は
許
さ
れ
な

い
。
十
分
な
議
論
を
行
い
慎

重
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

猿橋　　巧

他に、「ゴミ焼却場のダイオキシン・不燃物処理場のPCBの測定結果や対策」の質問を行いました。

除雪作業
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町
政
こ
こ
が
聞
き
た
い
！



Report
リポート

あなたの意見や
町民の声が町議会
に反映されている
と思いますか?

　回 答 計　
①思う 6人
②やや思う 20人
③思わない 3人
④わからない 12人

Q8.① 15%

④ 29%

② 49%③ 7%

一般質問の
テレビ中継を
見ていただいて
いますか?

　回 答 計　
①毎回見ている 11人
②ときどき見ている 25人
③見たことがない 4人

Q6.
① 27.5%

② 62.5%

③
10%

議員との意見交換会
は、年に何回開催を
希望されますか?

　回 答 計　
①年4回 7人
②年2回 21人
③年1回 5人
④随時 4人

Q3.① 19%

④
11%

② 57%

③ 13%

どの報告に関心を
持ちましたか?

　回 答 計　
①定例会・臨時会・おもな議決案件 12人
②原発・議会の動静 10人
③委員会活動 9人
④質疑応答・意見聴取 28人

Q2.
④ 48%

① 20%

② 17%

③ 15%

現在のおおい町
議会をどう評価
されていますか?

　回 答 計　
①大いに評価している 7人
②ある程度評価している 28人
③まったく評価しない 0人
④わからない 5人

Q7.①
17.5%

④
12.5%

② 70%

③ 0%

本日、出席されて
どうでしたか?

　回 答 計　
①良かった 25人
②普通 12人
③もの足りなかった 2人
④良くなかった 0人

Q1.
① 64%

② 31%

③ 5% ④ 0%

おおい町議会
だよりを読んで
いただいていますか?

　回 答 計　
①読んでいる 25人
②感心のあるものだけ読んでいる 12人
③ほとんど読まない 3人

Q4.
① 62.5%

② 30%

③ 7.5%

おおい町
議会だよりの
内容はどうですか?

　回 答 計　
①良い 29人
②工夫が足らない 5人
③不満足 2人

Q5.

① 81%

②
14%

③ 5%

今後の議会活動に
望まれることは
何ですか?

　回 答 計　
①政策提言の強化 26人
②行政のチェック 15人
③インターネット等による議会情報の発信 4人
④町議会ホームページの充実 5人
⑤町民との懇談会や意向調査の実施 16人
⑥夜間議会の開催 5人

Q9.
① 37%

⑥ 7%

⑤ 23%

④ 7%

②
21%

③ 5%

平
成
26
年
第
8
回

議
会
報
告
会
時
に
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行

い
ま
し
た
。

そ
の
結
果
の
一
部

を
ご
報
告
し
ま
す
。

アンケート結果
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議
会
報
告
会
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果



観光施設等の写真掲載でPRに努め、新たに
「町長の部屋」を設けた。

トップ画面に観光PR
を掲載し見やすく変更

浸水被害の改善対策調査と排水工事を実施す
る。高潮対策は、防波堤の現況調査を実施す
る。

浸水被害防止の排水
工事を実施する

一般質問
の行方

　議会だよりでは、定例会での一般質問の要旨を掲載していますが、議員からの
提案などが、その後、どのように町政に反映されたかを、追跡調査してみました。

2ヵ年工事・4億4600万円で、ポンプ4台を
設置。圧送して海へ排水する予定。

本郷地区浸水被害対策
を27年度予算で実施

今日の異常気象等への不安に応えられるのか。
（平成26年3月議会　猿橋巧 議員）

洪水・津波・高潮等の
災害防止策は

町が何を目指しているのか、何に力を入れて
いるのかがわかるように改善すべき。

（平成26年7月議会　尾谷和枝 議員）

ホームページは町の顔  
町の宣伝とアピールを

町のよさ、観光資源をアピールし、魅力づく
りと発信が必要。来ていただく方々の立場に
立った発信力を高めていきたい。

アピールできるところを
見直し考える必要あり

副町長答弁

町長答弁

町のホームページのトップ

台風による浸水（本郷地区）

どうなった?

どうなった?
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あ
れ
か
ら
ど
う
な
っ
た
の
？



コースを一列に連なり
水しぶきを上げているの
は、成和にあるアクアマ
リン選手コースの皆さん
です。

小学生から高校生ま
での伸び盛り、コー
チの激励に一秒でも早くとゴールを目指します。

アクアマリンは開設20周年を迎えました。年間を通して
利用ができ、スイミングクラブを持っている若狭地域唯一
の屋内プールです。舞鶴市から若狭町までの人達が毎日通っ
てきます。近年各水泳大会においてクラブ所属の皆さんが、
好結果を挙げているのはご承知のとおりです。
皆さんが水泳に関わるきっかけとなったのは、ぜんそく

気味の体を強くしたかったことや、兄姉が入っていたので、
いつの間にかプールに入っていたというようなことでした。
自然と泳ぎを覚え、上達していったそうです。今では本当
にたくましくなっています。
競泳をとり巻く環境は、他の競技同様に厳しいものがあ

ります。中学校にはクラブ活動がなく、大きな大会に出場
するにも一苦労です。また、競技に使われる50mプールは
近隣にはなく、敦賀市や舞鶴市まで出かけて借りるとのこ
とです。それでもコーチとの絆は格別に強く「コーチに応え
るためにいい結果を残したい」「国体に出ることが目標」と元
気に語ってくれました。
競泳を通して、心も身体も更にたくましくなっていく輝く
皆さんに心からの声援を送ります。 （森口 記）

　おおい町議会では、本会議をはじめ議員全員協議会や各委員会も公開しています。
　次回の定例会は6月です。傍聴について詳しくは議会事務局（77-4060）までお問い合わせください。

【
編
集
後
記
】

中
塚
寛
町
政
2
年
目
の
本
格

的
な
平
成
27
年
度
の
予
算
内
容

は
、「
町
制
施
行
10
周
年
」の
記

念
式
典
や
通
年
イ
ベ
ン
ト
を
通

じ
て
、町
の
誕
生
を
祝
い
ま
す
。

更
に
、10
年
後
の
平
成
39
年
度

を
見
越
し
た
町
づ
く
り
の
指
針

と
な
る「
第
2
次
お
お
い
町
総
合

計
画
」が
町
民
皆
さ
ま
の
思
い
、

意
見
を
集
約
し
て
、平
成
27
・
28

年
度
に
か
け
て
策
定
さ
れ
ま
す
。

こ
の
他
、人
口
減
少
対
策
の

具
体
策
や
5
年
後
の
達
成
目
標

を
盛
り
込
ん
だ「
総
合
戦
略
」も

本
年
度
に
作
成
さ
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、本
年
度
は「
町

制
施
行
10
周
年
」を
祝
う
と
共

に
今
後
の
町
づ
く
り
の
基
本
と

な
る
極
め
て
重
要
な
二
つ
の
計

画
の
策
定
が
予
定
さ
れ
て
い
ま

す
の
で
、「
お
お
い
町
創
生
元

年
」と
い
え
る
重
要
な
年
で
す
。

皆
様
の
積
極
的
な
参
加
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（
猿
橋 

啓
一  

記
）

広
報
特
別
委
員
会

委
員
長　
　

森
口　

精
治

副
委
員
長　
　

今
川　

直
樹

委　
　

員　
　

猿
橋　
　

巧

　
　
〃　
　
　

浜
上　

雄
一

　
　
〃　
　
　

猿
橋　

啓
一

　
　
〃　
　
　

尾
谷　

和
枝

議会の傍聴に来てみませんか

会　期：6月8日から23日まで（16日間）
本会議：8日（議案提案理由説明）、18日（一般質問）、23日（採決）
委員会：予算決算委員会（8日）、総務・産業建設委員会（9日）、原子力特別委員会（11日）

6月定例会
の予定

世話人　福田 堅二 さん俳 句 の 会

“マ イペース描く余生を楽しみぬ”

選手コースの皆さんアクアマリン

泳 げ！夢に向かって

コー
水し水ししししぶ
は、成
リン選
です。

小

チ

発　
　
　

行
：
福
井
県
お
お
い
町
議
会

発
行
責
任
者
：
議
長 

松
井
榮
治

編　
　
　

集
：
議
会
広
報
特
別
委
員
会

〒
９
１
９

－

２
１
１
１  

福
井
県
大
飯
郡
お
お
い
町
本
郷
１
３
６

－

１

－

１

Ｔ
Ｅ
Ｌ（
０
７
７
０
）
７
７

－

４
０
６
０

俳句クラブの発足は1970年頃と思われます。
当初は私の父母や仲間たち俳句を愛する15名
程度でした。父より世話役を引き継いだ当時は、
師匠について勉学した訳でなくあくまでも趣味
娯楽でした。仲間も少なく活動も活発でありま
せんでした。
そこで、敦賀市在住の義兄が俳句結社「鶴」の同人で

あることから、指導を受けるようになり、新たに「俳句
の会」を結成しました。当初は村外からの参加者もあり
20名余りの会員でありました。活動も月2回の句座・
春秋年2回の吟行、その他全国や県の句会参加に国民文
化祭、ネンリンピック等に参加していました。
しかし、句友たちもだんだん高齢となり、現有会
員は8名で今では句座も月1回となる寂しさです。
機会あるごとに入会を進めますが、俳句は難しいも
のと決められ、コミュニテイー・サロンと説明してもなかな
か納得してもらえません。
月1回の句座では、句作ばかりでなく健康のことや世間話

など楽しく過ごしています。初心者の方にも手取り足取り、
俳句の基本や五・七・五の短文の世界に込められた表現の
素晴らしさを共有してもらっています。
私も句作を始めて20年。入会してくれる方々を待ってい

ます。
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